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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】黒色感光性樹脂組成物、これから誘導された有機発光素子、量子ドット発光素子
、並びにディスプレイ装置を提供する。
【解決手段】着色剤（Ａ）、結合剤樹脂（Ｂ）、光重合性化合物（Ｃ）、光重合開始剤（
Ｄ）、並びに溶剤を含み、結合剤樹脂（Ｂ）が下記化学式１で表される化合物（Ｂ１）を
含む有機発光素子の画素定義膜（Ｐｉｘｅｌ　Ｄｅｆｉｎｅｄ　Ｌａｙｅｒ）形成用黒色
感光性樹脂組成物、黒色感光性樹脂組成物で製造された画素定義膜を含む有機発光素子、
量子ドット発光素子、並びに有機発光素子または量子ドット発光素子を含むディスプレイ
装置。［化１］

【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
着色剤（Ａ）、結合剤樹脂（Ｂ）、光重合性化合物（Ｃ）、光重合開始剤（Ｄ）、および
溶剤を含み、
前記結合剤樹脂（Ｂ）が下記化学式１で表される化合物（Ｂ１）を含む有機発光素子およ
び量子ドット発光素子の画素定義膜（Ｐｉｘｅｌ　Ｄｅｆｉｎｅｄ　Ｌａｙｅｒ）形成用
黒色感光性樹脂組成物。
【化１】

（式中、
Ｒ１は、水素原子、または炭素数１～４のアルキル基を表し、ここで、前記アルキル基は
、水酸基で置換されていてもよいし；
Ｒ２は、単純結合、またはヘテロ原子が含まれているか含まれていないＣ１～Ｃ２０の脂
肪族または芳香族炭化水素を表す。）
【請求項２】
黒色感光性樹脂組成物の総重量に対して、（Ａ）着色剤１～５０重量％、（Ｂ）結合剤樹
脂５～８０重量％、（Ｃ）光重合性化合物１～３０重量％、（Ｄ）光重合開始剤０．０１
～１０重量％、および（Ｆ）残量の溶剤を含むことを特徴とする請求項１に記載の黒色感
光性樹脂組成物。
【請求項３】
前記結合剤樹脂（Ｂ）は、化学式１で表される化合物（Ｂ１）の構成単位の比率が、結合
剤樹脂（Ｂ）の構成単位の全体モル数に対して２０～９０モル％であることを特徴とする
請求項１に記載の黒色感光性樹脂組成物。
【請求項４】
前記結合剤樹脂（Ｂ）の重量平均分子量が５，０００～５０，０００であることを特徴と
する請求項１に記載の黒色感光性樹脂組成物。
【請求項５】
前記化学式１で表される化合物（Ｂ１）の構成単位の比率が、結合剤樹脂（Ｂ）の構成単
位の全体モル数に対して５０モル％を超えることを特徴とする請求項３に記載の黒色感光
性樹脂組成物。
【請求項６】
前記光重合開始剤（Ｄ）は、アセトフェノン系、ベンゾフェノン系、トリアジン系、チオ
キサントン系、オキシム系、ベンゾイン系、アントラセン系、アントラキノン系、および
ビイミダゾール系化合物からなる群より選択される１種以上であることを特徴とする請求
項１に記載の黒色感光性樹脂組成物。
【請求項７】
請求項１～６のいずれか１項に記載の黒色感光性樹脂組成物で製造された画素定義膜を含
む有機発光素子。
【請求項８】
請求項１～６のいずれか１項に記載の黒色感光性樹脂組成物で製造された画素定義膜を含
む量子ドット発光素子。
【請求項９】
請求項７に記載の有機発光素子が含まれたディスプレイ装置。
【請求項１０】
請求項８に記載の量子ドット発光素子が含まれたディスプレイ装置。
【発明の詳細な説明】



(3) JP 2018-129292 A 2018.8.16

10

20

30

40

50

【技術分野】
【０００１】
本発明は、有機発光素子および量子ドット発光素子の画素定義膜形成用黒色感光性樹脂組
成物、前記黒色感光性樹脂組成物で製造された画素定義膜を含む有機発光素子および量子
ドット発光素子、並びに前記有機発光素子または量子ドット発光素子を含むディスプレイ
装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
平板表示素子（Ｆｌａｔ　Ｐａｎｅｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｄｅｖｉｃｅ）の一つである有
機発光素子は、自発光型であるので、液晶表示装置（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄ
ｉｓｐｌａｙ　Ｄｅｉｖｃｅ）に比べて、視野角、コントラスト（Ｃｏｎｔｒａｓｔ）な
どに優れ、バックライト（Ｂａｃｋ　Ｌｉｇｈｔ）を必要としないことから、軽量薄型が
可能で、消費電力の面においても有利である。また、直流低電圧駆動が可能で応答速度が
速く、構成する素子のすべてが固体であるため、外部衝撃に強く、使用温度範囲も広いだ
けでなく、製造費用の面においても安価であるという利点がある。
【０００３】
特に、前記有機発光素子の製造工程は、液晶表示装置やＰＤＰ（Ｐｌａｓｍａ　Ｄｉｓｐ
ｌａｙ　Ｐａｎｅｌ）とは異なり、蒸着／エッチング（Ｄｅｐｏｓｉｔｉｏｎ／Ｅｔｃｈ
ｉｎｇ）工程の繰り返しおよびエンカプセレーション（Ｅｎｃａｐｓｕｌａｔｉｏｎ）工
程が全部といえるため、工程が非常に単純であるという利点がある。
【０００４】
前記有機発光素子は、コントラスト（ｃｏｎｔｒａｓｔ）および輝度が良くなければなら
ないが、外光が明るい場合、コントラストが良くない。背面発光型の有機発光素子の場合
、素子の陰極が反射率に優れた金属からなるため、外部から素子の内部に入ってくる光が
陰極面に反射して、発光層から出る光と混ざるようになる。
【０００５】
前記のような問題を解決するために、今のところ、大部分の有機発光素子は、透明基板の
下部に円偏光板（Ｃｉｒｃｕｌａｒ　ｐｏｌａｒｉｚｅｒ）を形成することにより、陰極
による外部入射光の反射を低減した。すなわち、前記円偏光板によって、外部の光が入射
する時、半分が遮断され、残りの半分は陰極に反射して出る時に遮断されることにより、
外光によるコントラストの低下を抑制することができる。
【０００６】
しかし、上述した従来の透明基板上に円偏光板を付着させた有機発光素子は、陰極による
外部入射光の反射を大きく低減すると同時に、有機発光層から外部に発散する光までも遮
断するため、コントラストは向上するものの、輝度は５０％以上減少する問題点と、高費
用につながる問題点があった。
【０００７】
したがって、前記の問題点を解決するために、外部入射光を吸収して、コントラストを向
上させるブラック画素定義膜を形成することができる。ブラック画素定義膜（Ｐｉｘｅｌ
　Ｄｅｆｉｎｅｄ　Ｌａｙｅｒ）は、フォトリソグラフィ工程により精密にパターニング
され、有機発光素子ピクセルを作製する高圧蒸着工程中に素子の駆動に致命的なｇａｓ成
分が溶出してはならない信頼性が要求される。
【０００８】
しかし、従来の液晶表示装置（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｄｅｉ
ｖｃｅ）で使われるＢＭ（Ｂｌａｃｋ　Ｍａｔｒｉｘ）用感光性樹脂組成物は、有機発光
素子ピクセルを作製する高圧蒸着工程中に有機発光素子の駆動に致命的なｇａｓ成分が溶
出して、軽くは輝度の低下と、ひどくは有機発光素子が駆動不可能になる問題があり、有
機発光素子への適用が困難である。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００９】
【特許文献１】韓国公開特許第１０－２０１５－００７２５８１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
本発明は、上記の従来技術の問題点を解決するためになされたものであって、
高圧蒸着工程等の有機発光素子または量子ドット発光素子ピクセルの製造時、アウトガス
放出量を著しく減少させることができる有機発光素子および量子ドット発光素子の画素定
義膜形成用黒色感光性樹脂組成物を提供することを目的とする。
【００１１】
また、前記黒色感光性樹脂組成物で製造された画素定義膜を含む有機発光素子、量子ドッ
ト発光素子、並びに前記有機発光素子または量子ドット発光素子を含むディスプレイ装置
を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
上記の目的を達成するために、
本発明は、着色剤（Ａ）、結合剤樹脂（Ｂ）、光重合性化合物（Ｃ）、光重合開始剤（Ｄ
）、および溶剤を含み、
前記結合剤樹脂（Ｂ）が下記化学式１で表される化合物（Ｂ１）を含む有機発光素子およ
び量子ドット発光素子の画素定義膜（Ｐｉｘｅｌ　Ｄｅｆｉｎｅｄ　Ｌａｙｅｒ）形成用
黒色感光性樹脂組成物を提供する。
【００１３】
【化１】

【００１４】
式中、
Ｒ１は、水素原子、または炭素数１～４のアルキル基を表し、ここで、前記アルキル基は
、水酸基で置換されていてもよいし；
Ｒ２は、単純結合、またはヘテロ原子が含まれているか含まれていないＣ１～Ｃ２０の脂
肪族または芳香族炭化水素を表す。
【００１５】
また、本発明は、
前記黒色感光性樹脂組成物で製造された画素定義膜を含む有機発光素子および量子ドット
発光素子を提供する。
【００１６】
さらに、本発明は、
前記有機発光素子または量子ドット発光素子を含むディスプレイ装置を提供する。
【発明の効果】
【００１７】
本発明の有機発光素子および量子ドット発光素子の画素定義膜形成用黒色感光性樹脂組成
物は、高圧蒸着工程等の有機発光素子または量子ドット発光素子ピクセルの製造時、アウ
トガス放出量を著しく減少させるため、アウトガスによって発生する素子の輝度低下およ
び駆動性能の低下を引き起こさない効果を提供する。
【００１８】
そのため、前記黒色感光性樹脂組成物で製造された画素定義膜を含む有機発光素子、量子
ドット発光素子、並びに前記有機発光素子または量子ドット発光素子を含むディスプレイ
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装置は、輝度、駆動性および耐久性などにおいて優れた品質を提供することができる。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
本発明は、着色剤（Ａ）、結合剤樹脂（Ｂ）、光重合性化合物（Ｃ）、光重合開始剤（Ｄ
）、および溶剤を含み、
前記結合剤樹脂（Ｂ）が下記化学式１で表される化合物（Ｂ１）を含む有機発光素子およ
び量子ドット発光素子の画素定義膜（Ｐｉｘｅｌ　Ｄｅｆｉｎｅｄ　Ｌａｙｅｒ）形成用
黒色感光性樹脂組成物を提供する。
【００２０】
【化２】

【００２１】
式中、
Ｒ１は、水素原子、または炭素数１～４のアルキル基を表し、ここで、前記アルキル基は
、水酸基で置換されていてもよいし；
Ｒ２は、単純結合、またはヘテロ原子が含まれているか含まれていないＣ１～Ｃ２０の脂
肪族または芳香族炭化水素を表す。
【００２２】
以下、本発明の黒色感光性樹脂組成物を構成する各成分について説明する。しかし、本発
明がこれらの成分によって限定されるものではない。
【００２３】
着色剤（Ａ）
着色剤（Ａ）は、黒色実現のために使用し、画素定義膜の遮光性および外光反射抑制特性
を付与する。
【００２４】
前記着色剤は、可視光線で遮光性があるものであれば、有機顔料、染料、および黒色顔料
などこの分野で公知のすべての着色剤が使用可能であるが、黒色顔料を使用することが好
ましい。
【００２５】
前記黒色顔料としては、特別な制限なく公知のものが使用できるが、具体的には、アニリ
ンブラック、ラクタムブラック、ペリレンブラック、カーボンブラック、酸化クロム、酸
化鉄、およびチタンブラックなどが使用できる。これらは、１種単独または２種以上の組
み合わせで使用できる。前記カーボンブラックとしては、チャンネルブラック、ファーネ
スブラック、サーマルブラック、ランプブラックなどが挙げられる。
【００２６】
必要な場合、電気絶縁性のために、表面に樹脂の被覆されたカーボンブラックが使用でき
る。付け加えると、樹脂の被覆されたカーボンブラックは、樹脂の被覆されていないカー
ボンブラックに比べて導電性が低いため、ブラックマトリックス、画素定義膜の形成時に
優れた電気絶縁性を付与することができる。
【００２７】
前記着色剤は、黒色顔料および青色顔料を含むことができ、この時、前記黒色顔料は、黒
色有機顔料および／または黒色無機顔料であってもよい。
【００２８】
黒色顔料と青色顔料を使用する場合、顔料の比率に応じて可視光領域と紫外線領域の透過
率を調節可能で、好ましい。
【００２９】
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前記黒色有機顔料、黒色無機顔料、および青色顔料としては、公知のものであればいずれ
でも使用可能であり、例えば、カラーインデックス（Ｔｈｅ　Ｓｏｃｉｅｔｙ　ｏｆ　Ｄ
ｙｅｒｓ　ａｎｄ　Ｃｏｌｏｕｒｉｓｔｓ出板）において顔料（ｐｉｇｍｅｎｔ）として
分類されている化合物を含むことができ、公知の染料を含むことができる。
【００３０】
黒色有機顔料として、アニリンブラック、ラクタムブラック、およびペリレンブラックの
中から選択された１種以上を並行して使用することができ、これに制限されるわけではな
い。
【００３１】
黒色無機顔料は、カーボンブラック、酸化クロム、酸化鉄、およびチタンブラックが挙げ
られる。
【００３２】
また、青色顔料の具体例としては、Ｃ．Ｉピグメントブルー１５：６、Ｃ．Ｉピグメント
ブルー１５：４、Ｃ．Ｉピグメントブルー６０、Ｃ．Ｉピグメントブルー１６などが挙げ
られる。
【００３３】
前記黒色有機顔料、黒色無機顔料、および青色顔料の比率は、それぞれ７０～９５重量％
、１～１５重量％、および１～２０重量％であってもよい。
【００３４】
前記黒色有機顔料および黒色無機顔料が共に使用される場合、誘電特性が低く、同時に高
い着色力を有する点で、好ましい。
【００３５】
また、前記着色剤は、必要に応じて、選択的に色補正剤をさらに含んでもよい。前記色補
正剤としては、アントラキノン系顔料またはペリレン系顔料などの縮合多環顔料、フタロ
シアニン顔料、またはアゾ顔料などの有機顔料が使用できる。
【００３６】
前記着色剤は、黒色感光性樹脂組成物の総重量に対して１～５０重量％、好ましくは５～
４０重量％含まれてもよい。着色剤の含有量が前記範囲未満であれば、遮光性が十分でな
く、前記言及した効果を確保できず、逆に、前記範囲を超えると、パターニング後に得ら
れたパターンの品質が低下する恐れがあるので、前記範囲内で適切に使用できる。
【００３７】
結合剤樹脂（Ｂ）
結合剤樹脂（Ｂ）は、下記化学式１で表される化合物（Ｂ１）を含み、共重合反応で得ら
れる共重合体であることを特徴とする。
【００３８】
【化３】

【００３９】
式中、
Ｒ１は、水素原子、または炭素数１～４のアルキル基を表し、ここで、前記アルキル基は
、水酸基で置換されていてもよいし；
Ｒ２は、単純結合、またはヘテロ原子が含まれているか含まれていないＣ１～Ｃ２０の脂
肪族または芳香族炭化水素を表す。
【００４０】
前記Ｒ２としては、例えば、Ｃ１～Ｃ１０の直鎖もしくは分枝鎖のアルキレン基、Ｃ２～
Ｃ１０の直鎖もしくは分枝鎖のアルケニレン基、Ｃ３～Ｃ１２の置換もしくは非置換のシ
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クロアルキレン基、Ｃ３～Ｃ１２の置換もしくは非置換のシクロアルケニレン基、置換も
しくは非置換のフェニレン基、およびアリーレン基からなる群より選択される構造などが
挙げられる。
【００４１】
また、前記結合剤樹脂（Ｂ）は、前記（Ｂ１）化合物と、下記（Ｂ２）および（Ｂ３）化
合物のうちの少なくとも１種とを含み、共重合反応で得られる共重合体であることを特徴
とする。
（Ｂ２）：不飽和カルボキシル基含有単量体
（Ｂ３）：（Ｂ１）および（Ｂ２）と共重合可能な不飽和結合を有する化合物
【００４２】
前記結合剤樹脂（Ｂ）の構成単位の全体モル数に対する前記（Ｂ１）から誘導される構成
単位の比率は、２０～９０モル％であることが好ましく、さらに好ましくは４０～７０モ
ル％で含まれてもよい。前記（Ｂ１）が２０モル％未満で含まれる場合には、アウトガス
発生量を減少させる効果が不足し、９０モル％を超える場合には、現像液に対する溶解度
が低くなって、パターン形成が難しい問題が発生して、好ましくない。
【００４３】
前記（Ｂ１）から誘導される構成単位の比率は、結合剤樹脂（Ｂ）の構成単位の全体モル
数に対して５０モル％を超えることがさらに好ましい。
【００４４】
前記結合剤樹脂（Ｂ）に前記（Ｂ２）が含有される場合、前記結合剤樹脂（Ｂ）の構成単
位の合計モル数に対する前記（Ｂ２）から誘導される構成単位の比率は、０超過７０モル
％以下であることが好ましい。前記（Ｂ３）が含有される場合、前記結合剤樹脂（Ｂ）の
構成単位の合計モル数に対する前記（Ｂ３）から誘導される構成単位の比率は、０超過７
０モル％以下であることが好ましい。
【００４５】
前記結合剤樹脂（Ｂ）は、光や熱の作用による反応性およびアルカリ溶解性を有し、着色
剤をはじめとする固形分の分散媒として作用し、結着樹脂の機能を行うものを意味する。
【００４６】
前記不飽和カルボキシル基含有単量体（Ｂ２）としては、例えば、不飽和モノカルボン酸
や、不飽和ジカルボン酸、不飽和トリカルボン酸などの分子中に１個以上のカルボキシル
基を有する不飽和カルボン酸などが挙げられる。
【００４７】
前記不飽和モノカルボン酸としては、例えば、アクリル酸、メタクリル酸、クロトン酸、
α－クロロアクリル酸、桂皮酸などが挙げられる。
【００４８】
前記不飽和ジカルボン酸としては、例えば、マレイン酸、フマル酸、イタコン酸、シトラ
コン酸、メサコン酸などが挙げられる。
【００４９】
前記不飽和多価カルボン酸は、酸無水物であってもよいし、具体的には、マレイン酸無水
物、イタコン酸無水物、シトラコン酸無水物などが挙げられる。また、前記不飽和多価カ
ルボン酸は、そのモノ（２－メタクリロイルオキシアルキル）エステルであってもよいし
、例えば、コハク酸モノ（２－アクリロイルオキシエチル）、コハク酸モノ（２－メタク
リロイルオキシエチル）、フタル酸モノ（２－アクリロイルオキシエチル）、フタル酸モ
ノ（２－メタクリロイルオキシエチル）などであってもよい。前記不飽和多価カルボン酸
は、その両末端のジカルボキシ重合体のモノ（メタ）アクリレートであってもよいし、例
えば、ω－カルボキシポリカプロラクトンモノアクリレート、ω－カルボキシポリカプロ
ラクトンモノメタクリレートなどが挙げられる。
【００５０】
前記カルボキシル基含有単量体は、それぞれ単独でまたは２種以上を混合して使用するこ
とができる。
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【００５１】
前記（Ｂ１）および（Ｂ２）と共重合可能な不飽和結合を有する化合物（Ｂ３）としては
、例えば、スチレン、α－メチルスチレン、ｏ－ビニルトルエン、ｍ－ビニルトルエン、
ｐ－ビニルトルエン、ｐ－クロロスチレン、ｏ－メトキシスチレン、ｍ－メトキシスチレ
ン、ｐ－メトキシスチレン、ｏ－ビニルベンジルメチルエーテル、ｍ－ビニルベンジルメ
チルエーテル、ｐ－ビニルベンジルメチルエーテル、ｏ－ビニルベンジルグリシジルエー
テル、ｍ－ビニルベンジルグリシジルエーテル、ｐ－ビニルベンジルグリシジルエーテル
、インデンなどの芳香族ビニル化合物；メチルアクリレート、メチルメタクリレート、エ
チルアクリレート、エチルメタクリレート、ｎ－プロピルアクリレート、ｎ－プロピルメ
タクリレート、ｉ－プロピルアクリレート、ｉ－プロピルメタクリレート、ｎ－ブチルア
クリレート、ｎ－ブチルメタクリレート、ｉ－ブチルアクリレート、ｉ－ブチルメタクリ
レート、ｓｅｃ－ブチルアクリレート、ｓｅｃ－ブチルメタクリレート、ｔ－ブチルアク
リレート、ｔ－ブチルメタクリレート、２－ヒドロキシエチルアクリレート、２－ヒドロ
キシエチルメタクリレート、２－ヒドロキシプロピルアクリレート、２－ヒドロキシプロ
ピルメタクリレート、３－ヒドロキシプロピルアクリレート、３－ヒドロキシプロピルメ
タクリレート、２－ヒドロキシブチルアクリレート、２－ヒドロキシブチルメタクリレー
ト、３－ヒドロキシブチルアクリレート、３－ヒドロキシブチルメタクリレート、４－ヒ
ドロキシブチルアクリレート、４－ヒドロキシブチルメタクリレート、アリルアクリレー
ト、アリルメタクリレート、ベンジルアクリレート、ベンジルメタクリレート、シクロヘ
キシルアクリレート、シクロヘキシルメタクリレート、フェニルアクリレート、フェニル
メタクリレート、２－メトキシエチルアクリレート、２－メトキシエチルメタクリレート
、２－フェノキシエチルアクリレート、２－フェノキシエチルメタクリレート、メトキシ
ジエチレングリコールアクリレート、メトキシジエチレングリコールメタクリレート、メ
トキシトリエチレングリコールアクリレート、メトキシトリエチレングリコールメタクリ
レート、メトキシプロピレングリコールアクリレート、メトキシプロピレングリコールメ
タクリレート、メトキシジプロピレングリコールアクリレート、メトキシジプロピレング
リコールメタクリレート、イソボルニルアクリレート、イソボルニルメタクリレート、ジ
シクロペンタジエニルアクリレート、ジシクロペンタジエチルメタクリレート、２－ヒド
ロキシ－３－フェノキシプロピルアクリレート、２－ヒドロキシ－３－フェノキシプロピ
ルメタクリレート、グリセロールモノアクリレート、グリセロールモノメタクリレートな
どの不飽和カルボン酸エステル類；２－アミノエチルアクリレート、２－アミノエチルメ
タクリレート、２－ジメチルアミノエチルアクリレート、２－ジメチルアミノエチルメタ
クリレート、２－アミノプロピルアクリレート、２－アミノプロピルメタクリレート、２
－ジメチルアミノプロピルアクリレート、２－ジメチルアミノプロピルメタクリレート、
３－アミノプロピルアクリレート、３－アミノプロピルメタクリレート、３－ジメチルア
ミノプロピルアクリレート、３－ジメチルアミノプロピルメタクリレートなどの不飽和カ
ルボン酸アミノアルキルエステル類；グリシジルアクリレート、グリシジルメタクリレー
トなどの不飽和カルボン酸グリシジルエステル類；酢酸ビニル、プロピオン酸ビニル、酪
酸ビニル、安息香酸ビニルなどのカルボン酸ビニルエステル類；ビニルメチルエーテル、
ビニルエチルエーテル、アリルグリシジルエーテルなどの不飽和エーテル類；アクリロニ
トリル、メタクリロニトリル、α－クロロアクリロニトリル、シアン化ビニリデンなどの
シアン化ビニル化合物；アクリルアミド、メタクリルアミド、α－クロロアクリルアミド
、Ｎ－２－ヒドロキシエチルアクリルアミド、Ｎ－２－ヒドロキシエチルメタクリルアミ
ドなどの不飽和アミド類；マレイミド、Ｎ－フェニルマレイミド、Ｎ－シクロヘキシルマ
レイミドなどの不飽和イミド類；１，３－ブタジエン、イソプレン、クロロプレンなどの
脂肪族共役ジエン類；およびポリスチレン、ポリメチルアクリレート、ポリメチルメタク
リレート、ポリ－ｎ－ブチルアクリレート、ポリ－ｎ－ブチルメタクリレート、ポリシロ
キサンの重合体分枝鎖の末端にモノアクリロイル基またはモノメタクリロイル基を有する
巨大単量体類などが挙げられる。これらの単量体は、それぞれ単独でまたは２種以上を混
合して使用することができる。
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【００５２】
前記結合剤樹脂（Ｂ）は、重量平均分子量が５，０００～５０，０００となるように直接
重合するか、購入して使用する。前記範囲の分子量分布度を有する結合剤樹脂（Ｂ）は、
硬度が高く、高い残膜率だけでなく、現像液中の非露出部の溶解性に優れ、解像度を向上
させることができる。
【００５３】
前記結合剤樹脂（Ｂ）は、黒色感光性樹脂組成物の総重量に対して５～８０重量％、好ま
しくは５～５０重量％使用できる。このような含有量は、現像液に対する溶解度と、パタ
ーン形成などを多角的に考慮して選定された範囲であって、前記範囲内で使用する場合、
現像液に対する溶解性が十分で、パターン形成が容易であり、現像時、露光部の画素部分
の膜減少が防止され、非画素部分の欠落性が良好になる。
【００５４】
光重合性化合物（Ｃ）
前記光重合性化合物（Ｃ）は特に限定されないが、カルボキシル基含有不飽和単量体の重
合体、カルボキシル基含有不飽和単量体、およびそれと共重合可能な不飽和結合を有する
単量体との共重合体、およびこれらの組み合わせからなる群より選択された１種以上が使
用できる。
【００５５】
前記カルボキシル基含有不飽和単量体としては、不飽和モノカルボン酸、不飽和ジカルボ
ン酸、不飽和トリカルボン酸などが使用可能である。具体的には、不飽和モノカルボン酸
としては、例えば、アクリル酸、メタクリル酸、クロトン酸、α－クロロアクリル酸、桂
皮酸などが挙げられる。不飽和ジカルボン酸としては、例えば、フマル酸、メサコン酸、
イタコン酸、シトラコン酸などが挙げられる。不飽和多価カルボン酸は、酸無水物であっ
てもよいし、具体的には、マレイン酸無水物、イタコン酸無水物、シトラコン酸無水物な
どが挙げられる。さらに、不飽和多価カルボン酸は、ω－カルボキシポリカプロラクトン
モノ（メタ）アクリレートなどの両末端にカルボキシル基と水酸基を有するポリマーのモ
ノ（メタ）アクリレート類、モノメチルマレイン酸、５－ノルボルネン－２－カルボン酸
、モノ－２－（（メタ）アクリロイルオキシ）エチルフタレート、モノ－２－（（メタ）
アクリロイルオキシ）エチルスクシネートなどが可能である。これら不飽和カルボキシル
基を有する化合物は、それぞれ単独でまたは２以上を組み合わせて使用することができ、
なかでも、アクリル酸およびメタクリル酸が共重合反応性および現像液に対する溶解性に
優れて、好ましく使用できる。
【００５６】
また、カルボキシル基含有不飽和単量体と共重合可能な単量体としては、芳香族ビニル化
合物、不飽和カルボキシレート化合物、不飽和アミノアルキルカルボキシレート化合物、
ビニルシアニド化合物、不飽和オキセタンカルボキシレート化合物などが使用可能であり
、これらは、１種単独でまたは２種以上を組み合わせて使用することができる。
【００５７】
具体的には、前記共重合可能な単量体としては、スチレン、α－メチルスチレン、ビニル
トルエンなどの芳香族ビニル化合物；メチルアクリレート、メチルメタクリレート、エチ
ルアクリレート、エチルメタクリレート、ブチルアクリレート、ブチルメタクリレート、
２－ヒドロキシエチルアクリレート、２－ヒドロキシエチルメタクリレート、ベンジルア
クリレート、ベンジルメタクリレートなどの不飽和カルボキシレート化合物；アミノエチ
ルアクリレートなどの不飽和アミノアルキルカルボキシレート化合物；グリシジルメタク
リレートなどの不飽和グリシジルカルボキシレート化合物；ビニルアセテート、ビニルプ
ロピオネートなどのビニルカルボキシレート化合物；アクリロニトリル、メタクリロニト
リル、α－クロロアクリロニトリルなどのビニルシアニド化合物；３－メチル－３－アク
リルオキシメチルオキセタン、３－メチル－３－メタクリルオキシメチルオキセタン、３
－エチル－３－アクリルオキシメチルオキセタン、３－エチル－３－メタクリルオキシメ
チルオキセタン、３－メチル－３－アクリルオキシエチルオキセタン、３－メチル－３－
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メタクリルオキシエチルオキセタン、３－メチル－３－アクリルオキシエチルオキセタン
、３－メチル－３－メタクリルオキシエチルオキセタンなどの不飽和オキセタンカルボキ
シレート化合物などが挙げられる。
【００５８】
前記光重合性化合物は、黒色感光性樹脂組成物の総重量に対して１～３０重量％、好まし
くは２～１５重量％使用できる。このような含有量範囲は、最終的に得られる画素定義膜
の強度や平滑性が良好になる傾向などを多角的に考慮して選定された範囲であって、もし
その含有量が前記範囲未満であれば、強度および平滑性が不足し、逆に、前記範囲を超え
る場合、高い強度によってパターニングが容易でない問題が発生するので、前記範囲内で
適切に使用される。
【００５９】
光重合開始剤（Ｄ）
前記光重合開始剤（Ｄ）としては、感光性樹脂組成物に一般的に使用される光重合開始剤
であって、アセトフェノン系、ベンゾフェノン系、トリアジン系、チオキサントン系、オ
キシム系、ベンゾイン系、アントラセン系、アントラキノン系、およびビイミダゾール系
化合物などが使用可能であり、これらは、単独または２種以上を混合して使用可能である
。
【００６０】
前記アセトフェノン系化合物としては、ジエトキシアセトフェノン、２－ヒドロキシ－２
－メチル－１－フェニルプロパン－１－オン、ベンジルジメチルケタール、２－ヒドロキ
シ－１－［４－（２－ヒドロキシエトキシ）フェニル］－２－メチルプロパン－１－オン
、１－ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトン、２－メチル－１－（４－メチルチオフ
ェニル）－２－モルホリノプロパン－１－オン、２－ベンジル－２－ジメチルアミノ－１
－（４－モルホリノフェニル）ブタン－１－オン、２－ヒドロキシ－２－メチル［４－（
１－メチルビニル）フェニル］プロパン－１－オンのオリゴマーなどが挙げられる。
【００６１】
前記ベンゾフェノン系化合物としては、ベンゾフェノン、ベンゾイル安息香酸、ベンゾイ
ル安息香酸メチル、４－フェニルベンゾフェノン、ヒドロキシベンゾフェノン、アクリル
化ベンゾフェノン、４，４’－ビス（ジメチルアミノ）ベンゾフェノン、４，４’－ビス
（ジエチルアミノ）ベンゾフェノンなどが挙げられる。
【００６２】
前記トリアジン系化合物としては、２，４，６－卜リクロロ－ｓ－トリアジン、２－フェ
ニル－４，６－ビス（卜リクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－（３’，４’－ジメト
キシスチリル）－４，６－ビス（卜リクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－（４’－メ
トキシナフチル）－４，６－ビス（卜リクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－（ｐ－メ
トキシフェニル）－４，６－ビス（卜リクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－（ｐ－ト
リル）－４，６－ビス（卜リクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－ビフェニル－４，６
－ビス（卜リクロロメチル）－ｓ－トリアジン、ビス（卜リクロロメチル）－６－スチリ
ル－ｓ－トリアジン、２－（ナフト１－イル）－４，６－ビス（卜リクロロメチル）－ｓ
－トリアジン、２－（４－メトキシナフト１－イル）－４，６－ビス（卜リクロロメチル
）－ｓ－トリアジン、２，４－卜リクロロメチル（ピペロニル）－６－トリアジン、２，
４－卜リクロロメチル（４’－メトキシスチリル）－６－トリアジンなどが挙げられる。
【００６３】
前記チオキサントン系化合物としては、２－イソプロピルチオキサントン、２，４－ジエ
チルチオキサントン、２，４－ジクロロチオキサントン、１－クロロ－４－プロポキシチ
オキサントンなどが挙げられる。
【００６４】
前記オキシム系化合物としては、ｏ－エトキシカルボニル－α－オキシイミノ－１－フェ
ニルプロパン－１－オンなどが挙げられ、市販品として、Ｃｉｂａ社のＯＸＥ－０１、Ｏ
ＸＥ－０２が代表的である。
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【００６５】
前記ベンゾイン系化合物としては、ベンゾインメチルエーテル、ベンゾインエチルエーテ
ル、ベンゾインイソプロピルエーテル、ベンゾインイソブチルエーテル、ベンジルジメチ
ルケタールなどが挙げられる。
【００６６】
前記アントラセン系化合物としては、９，１０－ジメトキシアントラセン、２－エチル－
９，１０－ジメトキシアントラセン、９，１０－ジエトキシアントラセン、または２－エ
チル－９，１０－ジエトキシアントラセンなどが挙げられる。
【００６７】
前記アントラキノン系化合物としては、２－エチルアントラキノン、オクタメチルアント
ラキノン、１，２－ベンズアントラキノン、２，３－ジフェニルアントラキノンなどが挙
げられる。
【００６８】
前記ビイミダゾール系化合物としては、２，２’－ビス（２－クロロフェニル）－４，４
’，５，５’－テトラフェニルビイミダゾール、２，２’－ビス（２，３－ジクロロフェ
ニル）－４，４’，５，５’－テトラフェニルビイミダゾール、２，２’－ビス（２－ク
ロロフェニル）－４，４’，５，５’－テトラ（アルコキシフェニル）ビイミダゾール、
２，２’－ビス（２－クロロフェニル）－４，４’，５，５’－テトラ（トリアルコキシ
フェニル）ビイミダゾール、４，４’，５，５’位のフェニル基がカルボアルコキシ基に
よって置換されているイミダゾール化合物などが挙げられる。
【００６９】
このような光重合開始剤は、黒色感光性樹脂組成物の総重量に対して０．０１～１０重量
％、好ましくは０．０１～５重量％使用することができる。このような含有量範囲は、光
重合性化合物の光重合速度および最終的に得られる塗膜の物性を考慮したもので、前記範
囲未満であれば、重合速度が低くて全体的な工程時間が長くなり得、逆に、前記範囲を超
える場合、過度の反応によって塗膜の物性がむしろ低下し得るので、前記範囲内で適切に
使用する。
【００７０】
前記光重合開始剤は、光重合開始補助剤を組み合わせて使用してもよい。光重合開始剤を
併用すると、黒色感光性樹脂の組成物は、さらに高感度になって生産性が向上するので、
好ましい。使用される光重合開始補助剤としては、アミン化合物およびカルボン酸化合物
からなる群より選択される１種以上の化合物が好ましく使用できる。
【００７１】
前記光重合開始補助剤は、光重合開始剤１モルあたり、通常１０モル以下、好ましくは０
．０１～５モルの範囲内で使用することが好ましい。前記範囲内で光重合開始補助剤を使
用する場合、重合効率を高めて生産性の向上効果を期待することができる。
【００７２】
（Ｆ）溶剤
前記溶剤としては、前記言及したところの組成を溶解または分散させることができ、他の
構成成分と反応しないものであればいずれでも使用可能であり、特に限定はない。好まし
くは、塗布性および乾燥性の面で、沸点が１００～２００の有機溶剤を使用することがで
きる。
【００７３】
代表的に、使用可能な溶剤としては、アルキレングリコールモノアルキルエーテル類、ア
ルキレングリコールアルキルエーテルアセテート類、芳香族炭化水素類、ケトン類、低級
および高級アルコール類、環状エステル類などが挙げられる。より具体的には、エチレン
グリコールモノメチルエーテル、エチレングリコールモノエチルエーテル、エチレングリ
コールモノプロピルエーテル、エチレングリコールモノブチルエーテルなどのアルキレン
グリコールモノアルキルエーテル類；ジエチレングリコールジメチルエーテル、ジエチレ
ングリコールジエチルエーテル、ジエチレングリコールジプロピルエーテル、ジエチレン
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グリコールジブチルエーテルなどのジエチレングリコールジアルキルエーテル類；メチル
セロソルブアセテート、エチルセロソルブアセテート、プロピレングリコールモノメチル
エーテルアセテート、プロピレングリコールモノエチルエーテルアセテート、プロピレン
グリコールモノプロピルエーテルアセテート、メトキシブチルアセテート、およびメトキ
シペンチルアセテートなどのアルキレングリコールアルキルエーテルアセテート類；ベン
ゼン、トルエン、キシレン、メシチレンなどの芳香族炭化水素類；メチルエチルケトン、
アセトン、メチルアミルケトン、メチルイソブチルケトン、シクロヘキサノンなどのケト
ン類；エタノール、プロパノール、ブタノール、ヘキサノール、シクロヘキサノール、エ
チレングリコール、グリセリンなどのアルコール類；３－エトキシプロピオン酸エチル、
３－メトキシプロピオン酸メチルなどのエステル類；γ－ブチロラクトンなどの環状エス
テル類などが挙げられる。
【００７４】
前記溶剤は、黒色感光性樹脂組成物が１００重量％を満足するように残量で含まれてもよ
い。このような含有量は、組成の分散安定性および製造工程における工程の容易性（例、
塗布性）を考慮して選定された範囲である。
【００７５】
（Ｇ）添加剤
本発明の黒色感光性樹脂組成物は、多様な目的のためにこの分野で公知の添加剤をさらに
含んでもよい。このような添加剤としては、基板との接着性を高めるためのもので、カル
ボキシル基、メタクリロイル基、イソシアネート基、エポキシ基、およびこれらの組み合
わせからなる群より選択される反応性置換基を有するシランカップリング剤が挙げられる
。シランカップリング剤の例としては、トリメトキシシリル安息香酸、γ－メタクリルオ
キシプロピルトリメトキシシラン、ビニルトリアセトキシシラン、ビニルトリメトキシシ
ラン、γ－イソシアネートプロピルトリエトキシシラン、γ－グリシドキシプロピルトリ
メトキシシラン、β－（３，４－エポキシシクロヘキシル）エチルトリメトキシシランな
どが挙げられ、これらは、単独および２種以上を組み合わせて使用することができる。コ
ーティング性向上のためには界面活性剤を使用することができるが、ＢＭ－１０００、Ｂ
Ｍ－１１００（ＢＭ　Ｃｈｅｍｉｅ社）、フロラードＦＣ－１３５／ＦＣ－１７０Ｃ／Ｆ
Ｃ－４３０（住友スリーエム（株））、ＳＨ－２８ＰＡ／－１９０／ＳＺ－６０３２（東
レシリコーン（株））などのフッ素系界面活性剤を使用することができる。
【００７６】
また、本発明は、
前記黒色感光性樹脂組成物で製造された画素定義膜を含む有機発光素子および量子ドット
発光素子に関する。
【００７７】
さらに、本発明は、
前記有機発光素子または量子ドット発光素子を含むディスプレイ装置に関する。
【００７８】
フォトリソグラフィ方法による画素定義膜を形成する通常のパターニング工程は、次のス
テップを含んでなる：
ａ）基板に黒色感光性樹脂組成物を塗布するステップと、
ｂ）溶媒を乾燥するプリベークステップと、
ｃ）得られた被膜上にフォトマスクを当接させ、活性光線を照射して露光部を硬化させる
ステップと、
ｄ）アルカリ水溶液を用いて未露光部を溶解する現像工程を行うステップと、
ｅ）乾燥およびポストベーク実行ステップ。
【００７９】
前記塗布は、所望の厚さが得られるように、ロールコーター、スピンコーター、スリット
アンドスピンコーター、スリットコーター（ダイコーターともいう場合がある）、インク
ジェットなどの塗布装置を用いた湿式コーティング方法によって行われる。
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【００８０】
プリベークは、オーブン、ホットプレートなどによって加熱することにより行われる。こ
の時、プリベークにおける加熱温度および加熱時間は、使用する溶剤に応じて適宜選択さ
れ、例えば、８０～１５０℃の温度で１～３０分間行われる。
【００８１】
また、プリベーク後に行われる露光は、露光機によって行われ、フォトマスクを介して露
光することにより、パターンに対応する部分のみを感光させる。この時、照射する光は、
例えば、可視光線、紫外線、Ｘ線、および電子線などが可能である。
【００８２】
露光後のアルカリ現像非露光部分の除去されていない部分の感光性樹脂組成物を除去する
目的で行われ、この現像によって所望のパターンが形成される。このアルカリ現像に好適
な現像液としては、例えば、アルカリ金属やアルカリ土類金属の炭酸塩の水溶液などを使
用することができる。特に、炭酸ナトリウム、炭酸カリウム、炭酸リチウムなどの炭酸塩
１～３重量％を含有するアルカリ水溶液を用いて、１０～５０℃、好ましくは２０～４０
℃の温度内で、現像機または超音波洗浄機などを用いて行う。
【００８３】
ポストベークは、パターニングされた膜と基板との密着性を高めるために行い、８０～２
２０℃、１０～１２０分の条件下、熱処理により行われる。ポストベークは、プリベーク
と同様に、オーブン、ホットプレートなどを用いて行う。
【００８４】
本発明の黒色感光性樹脂組成物で製造された画素定義膜は、光学密度、密着性、電気絶縁
性、遮光性などの物性に優れるだけでなく、耐熱性および耐溶剤性などに優れ、有機発光
素子、量子ドット発光素子、並びに前記有機発光素子または量子ドット発光素子を含むデ
ィスプレイ装置の信頼度を向上させることができる。
【００８５】
以下、実施例を通じて本発明をより詳細に説明する。しかし、下記の実施例は本発明をさ
らに具体的に説明するためのものであって、本発明の範囲が下記の実施例によって限定さ
れるものではない。下記の実施例は本発明の範囲内で当業者によって適切に修正、変更可
能である。
【００８６】
製造例１：結合剤樹脂Ａの合成
撹拌機、温度計、還流冷却管、滴下ロートおよび窒素導入管を備えたフラスコを用意した
。モノマー滴下ロートとして、３，４－エポキシトリシクロデカン－８－イル（メタ）ア
クリレートと３，４－エポキシトリシクロデカン－９－イル（メタ）アクリレートをモル
比５０：５０で混合した混合物１７７部、アクリル酸２３部、ｔ－ブチルパーオキシ－２
－エチルヘキサノエート４部、プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート（Ｐ
ＧＭＥＡ）４０部を添加して、撹拌を用意した。連鎖移動剤滴下槽として、ｎ－ドデカン
チオール６部、ＰＧＭＥＡ２４部を添加して、撹拌を用意した。以後、フラスコにＰＧＭ
ＥＡ３９５部を添加し、フラスコ内の雰囲気を空気から窒素に置き換えた後、撹拌しなが
らフラスコの温度を９０℃まで昇温させた。その後、モノマーおよび連鎖移動剤を滴下ロ
ートから滴下を開始した。滴下は９０℃を維持しながら、それぞれ２時間進行させ、１時
間後に１１０℃まで昇温して５時間維持し、固形分酸価が８０ｍｇＫＯＨ／ｇの樹脂を得
た。ＧＰＣによって測定したポリスチレン換算の重量平均分子量は９，０００であり、分
子量分布（Ｍｗ／Ｍｎ）は２．２であった。
【００８７】
製造例２：結合剤樹脂Ｂの合成
撹拌機、温度計、還流冷却管、滴下ロートおよび窒素導入管を備えたフラスコを用意した
。モノマー滴下ロートとして、３，４－エポキシトリシクロデカン－８－イル（メタ）ア
クリレートと３，４－エポキシトリシクロデカン－９－イル（メタ）アクリレートをモル
比５０：５０で混合した混合物２０部、アクリル酸３０部、シクロヘキシルマレイミド１
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１０部、２－ヒドロキシメタクリレート４０部、ｔ－ブチルパーオキシ－２－エチルヘキ
サノエート４部、プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート（ＰＧＭＥＡ）４
０部を添加して、撹拌を用意した。連鎖移動剤滴下槽として、ｎ－ドデカンチオール６部
、ＰＧＭＥＡ２４部を添加して、撹拌を用意した。以後、フラスコにＰＧＭＥＡ３９５部
を添加し、フラスコ内の雰囲気を空気から窒素に置き換えた後、撹拌しながらフラスコの
温度を９０℃まで昇温させた。その後、モノマーおよび連鎖移動剤を滴下ロートから滴下
を開始した。滴下は９０℃を維持しながら、それぞれ２時間進行させ、１時間後に１１０
℃まで昇温して５時間維持し、固形分酸価が１１０ｍｇＫＯＨ／ｇの樹脂を得た。ＧＰＣ
によって測定したポリスチレン換算の重量平均分子量は８，０００であり、分子量分布（
Ｍｗ／Ｍｎ）は２．２であった。
【００８８】
製造例３：結合剤樹脂Ｃの合成
撹拌機、温度計、還流冷却管、滴下ロートおよび窒素導入管を備えたフラスコを用意した
。モノマー滴下ロートとして、３，４－エポキシトリシクロデカン－８－イル（メタ）ア
クリレートと３，４－エポキシトリシクロデカン－９－イル（メタ）アクリレートをモル
比５０：５０で混合した混合物２０部、アクリル酸３０部、シクロヘキシルマレイミド８
０部、２－ヒドロキシメタクリレート７０部、ｔ－ブチルパーオキシ－２－エチルヘキサ
ノエート４部、プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート（ＰＧＭＥＡ）４０
部を添加して、撹拌を用意した。連鎖移動剤滴下槽として、ｎ－ドデカンチオール６部、
ＰＧＭＥＡ２４部を添加して、撹拌を用意した。以後、フラスコにＰＧＭＥＡ３９５部を
添加し、フラスコ内の雰囲気を空気から窒素に置き換えた後、撹拌しながらフラスコの温
度を９０℃まで昇温させた。その後、モノマーおよび連鎖移動剤を滴下ロートから滴下を
開始した。滴下は９０℃を維持しながら、それぞれ２時間進行させ、１時間後に１１０℃
まで昇温して５時間維持し、固形分酸価が１００ｍｇＫＯＨ／ｇの樹脂を得た。ＧＰＣに
よって測定したポリスチレン換算の重量平均分子量は１０，１００であり、分子量分布（
Ｍｗ／Ｍｎ）は２．２であった。
【００８９】
製造例４：結合剤樹脂Ｄの合成
撹拌機、温度計、還流冷却管、滴下ロートおよび窒素導入管を備えたフラスコに、プロピ
レングリコールモノメチルエーテルアセテート４０部、プロピレングリコールモノメチル
エーテル１４０部を導入して、フラスコ内の雰囲気を空気から窒素にした後、１００℃に
昇温後、ベンジルマレイミド１０部、メチルメタクリレート６０部、メタクリル酸３０部
、およびプロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート１３６部を含む混合物にア
ゾビスイソブチロニトリル４部を添加した溶液を滴下ロートから２時間かけてフラスコに
滴下して、８０℃で４時間さらに撹拌を継続した。次に、フラスコ内の雰囲気を窒素から
空気にし、グリシジルメタクリレート１５部、トリスジメチルアミノメチルフェノール０
．５部、およびヒドロキノン０．１部をフラスコ内に投入して、１１０℃で６時間反応を
継続し、固形分酸価が１１０ｍｇＫＯＨ／ｇの樹脂Ａを得た。ＧＰＣによって測定したポ
リスチレン換算の重量平均分子量は１２，０００であり、分子量分布（Ｍｗ／Ｍｎ）は２
．５であった。
【００９０】
実施例１～７および比較例１～２：黒色感光性樹脂組成物の製造
混合機に溶剤を添加した後、着色剤、結合剤樹脂、光重合性化合物、光重合開始剤、およ
び添加剤を添加し、撹拌により均一に混合して、黒色感光性樹脂組成物を製造した。この
時、組成は下記表１の組成に従った。
【００９１】
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【表１】

【００９２】
実験例１：アウトガス特性評価
（１）着色基板の作製
５ｃｍ×５ｃｍのガラス基板（コーニング社）を中性洗剤および水で洗浄後、乾燥した。
前記ガラス基板上に、前記実施例および比較例で製造された黒色感光性樹脂組成物それぞ
れを最終膜厚さが２．０μｍとなるようにスピンコーティングをし、８０～１２０℃で前
焼成して１～２分間乾燥して溶剤を除去した。その後、露光量４０～１００ｍＪ／ｃｍ２

で露光して、１ｃｍ×３ｃｍのパターンを形成し、アルカリ水溶液を用いて非露光部を除
去した。次に、２２０℃で後焼成を２０分間して、着色基板を製造した。
【００９３】
（２）アウトガス評価
アウトガス評価は、前記製造された着色基板を２３０℃で３０分間熱分解させながら、捕
集された化合物をＰｙ－ＧＣ／ＭＳで分析する方法で実施された。分析結果は下記表２に
示した。
【００９４】
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【表２】

【００９５】
前記表２から確認されるように、本発明の黒色感光性組成物で製造された実施例のパター
ンの場合、比較例のパターンと比較してアウトガス発生量が著しく減少する。
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摘要(译)

解决的问题：为了提供黑色感光性树脂组合物，由其衍生的有机发光装
置，量子点发光装置和显示装置。 包含着色剂（A），粘合剂树脂
（B），光聚合性化合物（C），光聚合引发剂（D）和溶剂，并且粘合
剂树脂（B）由以下化学式1表示。 用于形成包含化合物（B1）的有机发
光器件的像素限定膜（像素限定层）的黑色光敏树脂组合物，包括由该
黑色光敏树脂组合物制造的像素限定膜的有机发光器件和量子点 一种显
示装置，包括发光装置和有机发光装置或量子点发光装置。 [化学1] [选
择图]无

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/28c14dd5-a648-4146-8f2c-06faec752c8f
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/063125625/publication/JP2018129292A?q=JP2018129292A

